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　国立国語研究所では 2006～ 2010年度の期間に 1億語規模の書き言葉コーパス『現代日本語書













* 本研究の内容は平成 25年 12月 3日開催第 102回 NINJALサロンでの発表をもととしている。
















































天技術研究所 2010）。ヤフー株式会社は『Yahoo!知恵袋データ（第 2版）』（2004年 4月～ 2009
年 4月）（ヤフー株式会社 2007, ヤフー株式会社 2011）を公開している。
　研究機関などにおいては，情報通信研究機構（NICT）・京都大学などがそれぞれクローラを
用いてWebアーカイブを構築し，整形したデータを一般公開している。例えば，NICTは検索










なっている。矢田（2010）は形態素解析用辞書 IPADICの見出し語の Yahoo! Web APIによる検
索結果を収集することで約 396GB規模（非圧縮）のテキストアーカイブを作成し公開している。
筑波大学は矢田と同様の手法で 11億語規模のコーパスを構築している（今井ほか 2013）。また
「Corpus Factory」（Kilgarriff et al. 2010）というプロジェクトにおいて，1010（100億語）の TenTen
という新しいWebコーパス群の開発が始まり，その一つとして日本語Webコーパス JpTenTen


























『Yahoo!知恵袋データ』（以下は「第 2版」の情報）　2004年 4月～ 2009年 4月の QA記事。
質問数 2600万，回答数 7300万。
研究機関など
NICT 『日本語係り受けデータベース Version 1.1』　6億ページ（約 430億文規模）の係り受け関
係 4.8億対。収集時期 2007年 5月 19日～ 11月 13日。
京都大学
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（Database archiving），検索エンジン /ソーシャルネットワーキングサービス会社が提供するWeb 
API（Transactional archiving）の利用などがある。2節に述べた先行研究においては，グーグル・
バイドゥ・NICT・京都大学・NDL・Corpus Factoryが Remote harvestingによる収集にあたり，
楽天技研・ヤフーが Database archivingにあたり，矢田・筑波大学が Transactional archivingにあたる。
　本研究では継続的に収集を行うために Remote harvestingを行う。その理由としては，まず
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本研究所が自前で超大規模のWebコンテンツをホストしているわけではないために Database 









































































































































　IIPC（International Internet Preservation Consortium）（18）における各国国立図書館の活動動向を
見ながら，保存のための組織化を行う。具体的にはHeritrixで収集されたデータは，Webアーカ
イブの保存形式の国際標準WARC形式（19）で保存する。WARCファイルは Internet Archiveが公
開しているWayback Machine（20）と同じ機能を持つハーベストソフトウェアOpen Source Wayback（21）
と，情報検索システム NutchWAX（Nutch Web Archive eXtension）（22）により組織化し，Webアー
カイブとしての情報アクセスを可能にする。また，選択的なWebクロールを可能にするための


















引き込んでいる電源容量の制約で現況では NEMA L6-30P 2系統が利用可能である。これに対応
する無停電電源装置を 2011年度に 3600V規模のものを 1台，2012年度に 5000V規模のものを 1
台調達した。空調の制約は 2011年度の空調工事により，先に示した電源容量範囲のサーバの熱










































   Dell PowerEdge R415, AMD Opteron 4112 2.2GHz 4-core 2-CPU, 16GB mem., SAS 300GB 
HDD × 2, RAID 1, Ubuntu 11.10 Server
	 ・ccd-lserv-41：クローラサーバ
   Dell PowerEdge R515, AMD Opteron 4180 2.6GHz 6-core 2-CPU, 32GB mem., SSD 50GB × 10, 
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RAID 6, Ubuntu 11.10 Server
	 ・ccd-lserv-42：計算サーバ
   Dell PowerEdge R815, AMD Opteron 6180 2.6GHz 8-core 4-CPU, 512GB mem., SSD 100GB × 5, 
RAID 6, Ubuntu 11.10 Server
　ccd-lserv-40は各種プロジェクト管理用の機材として利用する。ccd-lserv-41がクローラサー
バでクローラプログラム Heritrixが動作する。ccd-lserv-42は計算サーバで主としてMeCab, 
JUMAN, CaboCha, KNPをはじめとする言語解析器が動作する。ccd-lserv-41と ccd-lserv-42につ







利用者系のサーバとして 2台の試験用サーバと 4台の公開用サーバ（インデックスサーバ× 2台，
検索用サーバ× 2台）とストレージを，保存系機材として BTOテープドライブと Open Source 
Wayback や NutchWAX系のサービスを実現するサーバの調達を予定している。2013年度末まで
に利用者系の以下の 3台の機材を調達する。
	 ・ccd-lserv-50, ccd-lserv-51：試験用検索サーバ× 2台
   Dell PowerEdge R320, Intel Xeon E5-2407 2.2GHz 4-core 1-CPU, 64GB mem., SAS 2TB HDD, 
100GB SSD × 2, RAID 0, Red Hat Enterprise Linux v6.3
	 ・ccd-lserv-52：公開用インデックスサーバ× 1台
   Dell PowerEdge R320, Intel Xeon E5-1410 2.8GHz 4-core 1-CPU, 64GB mem., SAS 2TB HDD × 2, 








のみが問題となり計算サーバ 8 core× 4 CPUレベルでも対応できている一方，頻度集計時の処
理に単純な手法では計算サーバ 1台で処理していると空間計算量が厳しくなる傾向がある。この
問題については機材で解決する方法とは別にソフトウェアによる解決を検討している。三つ目の












れた収集速度の情報からクローラ運用方針を年間 4回収集，1回あたりの収集量は 1億 URL規
模で 3か月間に設定した。URLは 1年間通して 4回収集し，季節に偏らないように配慮する一方，
URLの更新頻度およびリンク先の情報に基づき，収集する URLを 1年ごとに変更する方針にし
た。2012年 10月より 3か月ごとに収集を行い，2013年 12月末現在，5回目の収集の最中で次
の 1年間に収集すべき URLサンプルを決定する状況にある。
　全体については 2012年第 4四半期（2012-4Q）～ 2013年第 3四半期（2013-3Q）についての
統計量を，各論については 2012年第 4四半期のみの統計量を示す。
表 2　2012年第 4四半期から 2013年第 3四半期の収集ページ数
2012-4Q 2013-1Q 2013-2Q 2013-3Q
ページ数（1期） 61,668,805 58,844,092 61,479,268 57,892,917





　表 2に収集したページ数の統計量を示す。1億 URLを収集しても robots.txtの順守や各種
HTTPエラーにより，ページとして収集できたものが約六割にすぎない。重複検出は URLごと
に各ページのハッシュ値を計算し同一性を認定する。各期において内容の重複なし（異なり）ペー
ジ数は 4000万強になる。4期通しての総異なりURL数は約 6400万URLと 1億URLに至らない。
4期中 2期以上収集できたページ数の内，内容の重複があるページ数は約四割の 2700万ページ，
反対に内容の重複がないページ数は 3600万ページになる。
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図 4　2012年第 4四半期収集ページの重複






それ以上の衝突については，当該 URLは robots.txtや，「ソフト 404」と呼ばれるもので，サー
バ上にはなく，そのことを 404 HTTPステータスコードでは返さず 200 HTTPステータスコー
ドで当該ページがないことを示すコンテンツを返していると判断できる。
表 3　2012年第 4四半期から 2013年第 3四半期の収集リンク数




















　表 3に 2012年第 4四半期（2012-4Q）～ 2013年第 3四半期（2013-3Q）の収集リンク数を示
す。おおよそ 6000万 URLの収集に対し，のべ 70億前後，異なり 9億弱の URLが収集できて
いる。4期を通した集計によるリンク先数が異なり 16億 URLであることから 1年間通して同じ
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URLを 4期収集することにより 1期のみクロールするのと比べてリンクが約 1.8倍（8.5億～ 8.9
億→ 16億 URL）に成長していることがわかる。
図 5　2012年第 4四半期収集リンク先の統計






















2012-4Q 2013-1Q 2013-2Q 2013-3Q
収集WARCファイル 814 870 910 905













































　図 6に 2012年第 4四半期の収集文の重複を示す。横軸が同一文の出現回数で縦軸が当該出現











処理前 処理後 変化率 処理前 処理後 変化率
LB 書籍 * 451,273 394,782 0.87 186,908 176,792 0.95
OB 書籍 * 222,437 203,467 0.91 23,236 22,242 0.96
OC 知恵袋 42,506 45,082 1.06 369,004 368,572 1.00
OL 法律 38,827 34,761 0.90 6,004 5,864 0.98
OM 会議録 140,422 116,295 0.83 26,948 26,052 0.97
OP 広報紙 257,796 142,660 0.55 22,372 14,636 0.65
OT 教科書 64,100 47,680 0.74 5,992 5,340 0.89
OV 韻文 18,977 17,807 0.94 1,656 1,632 0.99
OW 白書 146,402 126,140 0.86 28,072 24,876 0.89
OY ブログ 117,816 76,205 0.65 224,064 213,480 0.95
PB 書籍 * 392,301 308,827 0.79 176,812 163,476 0.92
PM 雑誌 301,399 227,089 0.75 30,248 25,812 0.85
PN 新聞 80,563 65,055 0.81 10,164 9,152 0.90
















unixコマンド sort, uniq, wcなどに基づく単純な集計手法では途中で出力される中間ファイルによ
り時間計算量・空間計算量が想定よりも大きく時間がかかることがわかった。現在様々なソフト
ウェアを組み合わせて効率化をはかっており，2012年第 4四半期の n-gram統計のみ得つつある。
　最後に 2012年第 4四半期収集データとグーグル『Web日本語 Nグラム』との比較を行う。



























1-gram 0.039億 0.050億 0.025億
2-gram 0.47億 0.85億 0.80億
3-gram 1.6億 4.4億 3.9億
4-gram 2.1億 8.7億 7.0億
5-gram 1.7億 10.3億 7.7億
6-gram 1.2億 9.7億 6.8億
7-gram 0.84億 8.5億 5.7億
　表 6に 2012年第 4四半期収集データと 2007年公開のグーグル『Web日本語 Nグラム』の比
較結果を示す。『Web日本語 Nグラム』では頻度 20以上の n-gramデータのみを配布している。
本研究ではできるだけ低頻度のデータを被覆するべく適切な頻度を検討中であるが，速報値とし
て頻度 3以上の概算値を報告する。総文数においては『Web日本語 Nグラム』の規模の 20分の





















































出現する文（複文）の従属節境界の左端のあいまい性（pre-head attachment; Kamide and Mitchel 
1999）を研究する際に，BCCWJに様々な構造を問い合わせてみると「Nガ Nヲ VP Nガ」とい
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関連 URL
（1） Web日本語 Nグラム第 1版：(http://www.gsk.or.jp/catalog/GSK2007-C/).
（2） クローラHeritrix-3.1.1：(http://webarchive.jira.com/wiki/display/Heritrix/Heritrix).















（16）  コーパスアノテーション支援環境「ChaKi.NET」version 2.4：(http://sourceforge.jp/projects/chaki/
releases/).
（17） 頻出部分木マイニングプログラム FREQT-0.22：(http://chasen.org/~taku/software/freqt/).
（18） IIPC（International Internet Preservation Consortium）：(http://netpreserve.org/).
（19）  ISO 28500:2009, Information and documentation—WARC file format: (http://www.iso.org/iso/catalogue_
detail.htm?csnumber=44717).
（20） Wayback Machine—Internet Archive: (http://archive.org/web/web.php).
（21） Open Source Wayback-1.6.0: (http://archive-access.sourceforge.net/projects/wayback/).
（22） Nutch Web Archive eXtension-0.13: (http://archive-access.sourceforge.net/projects/nutch/).
（23） Web Curator Tool-1.6: (http://webcurator.sourceforge.net/).
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付録












表 7　2012年第 4四半期収集データとグーグル『Web日本語 Nグラム』との比較
頻度順位上位 10件（1-gram～ 4-gram）





1 の し て て い ます し て い ます
2 に まし た て い た て い まし た
3 て て い し て い さ れ て いる
4 が て いる し て いる し て い た
5 は し た と 思い ます さ れ て い
6 を で は さ れ て た の です が
7 た に は に なっ て て き まし た
8 で さ れ の です が れ て い ます
9 と ませ ん し まし た は あり ませ ん





1 の まし た 記事 へ の 記事 へ の トラック
2 に でしょ う お願い し ます 専用 ページ を 表示
3 を 行っ て Q & A 利用 する こと が
4 は 思っ て 続き を 読む 機能 を 利用 する
5 て 情報 を マーク へ 投稿 おすすめ の 知恵 ノート
6 が 利用 規約 専用 ページ を 正確 性 の 保証
7 た おすすめ の 機能 を 利用 お客様 自身 の 責任
8 で 記事 へ 済み の 質問 回答 を 指示 する
9 と 追加 する おすすめ の 知恵 便利 に　新規 取得




1 の し て て い ます し て い ます
2 に まし た し て い さ れ て いる
3 を て い て い た さ れ て い
4 は て いる し て いる は あり ませ ん
5 て し た さ れ て れ て い ます
6 が ませ ん に なっ て て い まし た
7 た さ れ し まし た に なり まし た
8 で に は さ れ た し て おり ます
9 と で は れ て いる て き まし た
10 し い ます あり ませ ん し て い た
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表 8　2012年第 4四半期収集データとグーグル『Web日本語 Nグラム』との比較
頻度順位上位 10件（5-gram～ 7-gram）






1 さ れ て い ます で は ない でしょ う か の で は ない でしょ う か
2 で は あり ませ ん て い た の です が の タグ が 付け られ た 質問
3 と 思っ て い ます の で は ない でしょ う で は ない か と 思い ます
4 し て い まし た の で は ない か と に関する ウェブ 上 の 情報 を 探す
5 で は ない でしょ う に 行っ て き まし た ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ
6 の で は ない か よう な 気 が し ます の で は ない か と 思い
7 は ない でしょ う か タグ が 付け られ た 質問 し て い た の です が
8 に なっ て い ます の タグ が 付け られ た 思っ て い た の です が
9 て い まし た が さ せ て いただき まし た え え え え え え え






1 記事 へ の トラック バック 機能 を 利用 する こと が 機能 を 利用 する こと が でき
2 機能 を 利用 する こと 利用 する こと が でき ませ 利用 する こと が でき ませ ん
3 利用 する こと が でき 正確 性 を 保証 し て 正確 性 を 保証 し て おり
4 正確 性 を 保証 し お客様 自身 の 責任 と 判断 お客様 自身 の 責任 と 判断 で
5 お客様 自身 の 責任 と すべて の 機能 を 利用 する すべて の 機能 を 利用 する こと
6 はてな ブック マーク へ 投稿 知恵袋 の すべて の 機能 を 知恵袋 の すべて の 機能 を 利用
7 更新 情報 が 届き ます おすすめ の 解決 済み の 質問 ニックネーム の My 知恵袋 で 確認 でき
8 おすすめ の 解決 済み の 記事 へ の トラック バック URL 質問 年月 や 画像 の 有無 を
9 すべて の 機能 を 利用 ニックネーム の My 知恵袋 で 確認 質問 や 知恵 ノート は 選択 さ





1 さ れ て い ます 無料 で お 届け し ます 料 無料 で お 届け し ます
2 で は あり ませ ん 料 無料 で お 届け し 配送 料 無料 で お 届け し
3 で お 届け し ます 配送 料 無料 で お 届け 国内 配送 料 無料 で お 届け
4 無料 で お 届け し 国内 配送 料 無料 で お 以上 国内 配送 料 無料 で お
5 1500 円 以上 国内 配送 円 以上 国内 配送 料 無料 円 以上 国内 配送 料 無料 で
6 料 無料 で お 届け 以上 国内 配送 料 無料 で 1500 円 以上 国内 配送 料 無料
7 配送 料 無料 で お 1500 円 以上 国内 配送 料 は インライン フレーム を 使用 し て
8 国内 配送 料 無料 で を 使用 し て い ます フレーム を 使用 し て い ます
9 以上 国内 配送 料 無料 インライン フレーム を 使用 し て インライン フレーム を 使用 し て い
10 円 以上 国内 配送 料 この 記事 へ の トラック バック 部分 は インライン フレーム を 使用 し
　5-gram以上になると『Web日本語 Nグラム』においても定型的な表現の影響が避けられず，
多く見られるようになる。一方，本言語資源で文単位での重複性を排除したものについては，文
の一部を変えるような定型的な表現（「タグ が 付け られ た 質問」「に関する ウェブ 上 の 情報 
を 探す」などは見られるが，基本的には機能表現中心のコロケーションが得られていることが
わかる。
　特殊な事例として一文中に同じ文字が連続している表現がある。「ああ ああ ああ ああ ああ あ
あ ああ」や「え え え え え え え」などは，一文中に同じ文字が連続している表現の形態素解析
結果である。例えば「え」が p回出現するような一文に対して，p-6回の「え え え え え え え」
7-gramが枚挙される。一文中に複数の n-gramが出現する際にどのように数え上げるかは議論の
余地がある。これは構造をもつデータに対する問い合わせにおいて常に起きる問題で，現在は多
くのコンコーダンサにおいて正規化は行っていない。例えば，「N1が N2が V1する N3を V2」
といった文に対して「『Nが』が先行する『V』」といった問い合わせを行う際に何件出現すると
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言えるだろうか？　多くのコンコーダンサは <N1が ,V1>, <N1が ,V2>, <N2が ,V1>, <N2が ,V2>
の全組み合わせを出力し 4件と出力するだろう。そして人文系の研究者はこのような現象の問い
合わせについて何件出現するという回答が欲しいのだろうか？
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Abstract
In 2011, the National Institute for Japanese Language and Linguistics launched a corpus 
compilation project with the aim of constructing a ten-billion-word Web corpus. The project 
was split into the following four sub-projects: page collection, linguistic annotation, release, 
and preservation. During the page collection stage, crawling began during the fourth quarter of 
2012. We crawled 100 million URLs every three months as fixed-point observations. During the 
linguistic annotation, normalization (HTML tag removal and character encoding conversion), 
Japanese morphological analysis (word segmentation and part-of-speech tagging), and Japanese 
dependency analysis were performed on the data that were crawled in the timespan of one year, 
specifically from the fourth quarter of 2012 to the third quarter of 2013. In this paper, we present 
the basic statistics of the crawled data and discuss possible theoretical and practical implications of 
the language resources. Additionally, we address issues encountered during the page collection and 
linguistic annotation stages, and offer tentative solutions.
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